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後のノープリウス幼生期の分布、生活史は推測でモデル化されているにすぎない。そこで

カイアシ類各種がもつ特有遺伝子の解析結果を用いてノープリウス幼生期を種レベルまで

同定し、カイアシ類の種レベルでの分布や全生活史を明らかにすることを目指す。既に平

成 17年度にノープリウス幼生（種不明）の採集には成功している。また国際共同プロジェ

クトであるマリンセンサスに積極的に参加し、中心機関であるオーストラリア南極局との

共同分析、解析を進める予定である。 


